
サッカー・アジアカップは、

日本が優勝という最高の結果

で終わりました。カタールに

いる日本人はもちろん、日本

国内でも大いに盛り上がった

１か月だったのではないかと

思います。

この大会における日本チー

ムの頑張りは、私達に「勇気」

と「感動」を与えてくれたよ

うに思います。それは、先週

触れたように「あきらめない」

という精神的な強さと「全力

を尽くすことの大切さ」を、

メンバー全員が示してくれた

からだと感じています。

特徴的なことは、監督・ス

タッフが一丸となった上に、

途中出場の選手がいずれも期

待に応え活躍している点です。

昨日もそうでしたが、途中出

場で結果を残すということは、

なかなかできるものではあり

ません。たとえベンチにいて

も、いつでも出場できるよう

に準備をし、気持ちの上では

ピッチの選手と一緒に戦って

いたからこそだと思います。

またベンチの誰を使うのか

という監督の采配も、大変素

晴らしいものでした。それは

決して偶然の結果ではなく、

監督が日頃から選手を非常に

よく観察していたからという

ことです。それは選手も口々

に言っています。

このことは、私達に非常に

重要なことを教えてくれてい

ます。私は先輩から「子ども

から目を離すな」と、くり返

し指導されてきました。それ

は子どもを理解する上で当然

のことですが、集団での指導

が主となる学校では、なかな

か難しいことでもあります。

サッカーの応援を通し1人1人

の子どもを活かし伸ばす上で、

子どもから目を離さないこと

の大切さを改めて感じました。

今朝は全校集会の日でした。

サッカーの話題から全力を尽

くすことの大切さについて話

しました。近づく運動会に向

けて、勝敗に関係なく全力で

取り組む姿が、見ている人に

感動を与えることを忘れずに

頑張ってほしいと思います。
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今日は運動会の会場：アル

ライヤンパークで予行練習を

行いました。本番の会場で予

行練習ができるのは、子ども

達にとっても大変心強いので

はないかと思います。

今までは、ほとんど校舎内

の限られたスペースでの練習

ばかりでした。広いグランド

で、どのように動けば良いの

かを体験することは、自分の

行動を自分で考えて行うため

には欠かせません。日本であ

れば、何度も何度もくり返し

行うことができるのですが、

ここではそうもいきません。

唯一の機会とも言える予行練

習ですから、本当に貴重な時

間だったと思います。

予行練習ですから、入場行

進からプログラムの順番に従っ

て行いました。「行進」の練

習は、日本の学校でも大変時

間がかかるようになってきま

した。足並みをそろえたり、

前後左右の列をそろえたりと

いうことがなかなかできない

のです。集団行動の訓練その

ものが、何か良くないことを

させているように思われてい

た時期がありました。その頃

から、周囲の動きに合わせる

ことよりも、自分中心に動こ

うとするようになっていった

ように私には感じられました。

少人数であっても、２列縦隊

できちんと行進できるように

なってほしいと思いますが、

なかなか十分な練習ができな

いのも事実です。当日は入場

の時から、みんなが元気良く

行進してくれたらよいと思い

ます。

その後、ラジオ体操に始ま

り種目練習を行いましたが、

みんな一生懸命取り組んでい

ました。本番での結果が全く

予想ができないほど白熱した

ものが多く、とても楽しみに

なってきました。

今回は用具係りなども子ど

も達が行うので、そのための

練習でもありました。下学年

の世話や、任せられた仕事を

一生懸命こなしている姿は、

見ていても大変気持ちが良い

ものでした。

練習が終わった後で子ども

達に話したことは「もっと元

気を出していこう！」という

ことです。声の大きさや身体

の動き、そういういろいろな

面で子ども達１人１人が持っ

ている元気を出すことができ

れば、きっと素晴らしい運動

会になると思います。本番に

強い子ども達です。みんなの

力で、今まで以上に思い出に

残るものにしてくれると期待

しています。
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子ども達の良さは、何と言っ

ても「元気」だということを

昨日改めて感じました。どう

いうことかと言うと、昨日の

午前中は運動会の予行練習を

行いましたが、昼休みになる

とその疲れも見せずみんなが

思い切り走り回って遊んでい

るのです。しかも３年生以上

は校舎裏の芝生のスペースを

使って、鬼ごっこに夢中になっ

ていました。今週の日曜日に、

ちょうど芝生をきれいに刈っ

てもらったので、気持ちよく

走り回ることができたようで

す。１・２年生はというと、

校舎内の運動スペースでサッ

カーをし、みんなが一生懸命

ボールを追いかけていました。

昼休みに子ども達が遊んで

いる姿を見て、私はいつも以

上に「子どもらしくて気持ち

が良いなあ」と思いました。

夢中で遊べるということは、

子ども達にとっては当然のこ

とのようですが、とても大切

なことだと思います。

最近では仲間で群れて遊ぶ

ことができなかったり、そう

いう遊びを避けたりする子ど

もが増えて来ているように感

じます。これはとても問題な

ことです。子ども達は、遊び

を通して学ぶことが非常にた

くさんあるからです。このこ

とは今までに何度も触れてき

ましたが、遊びの中からルー

ル・自己主張・思いやり・立

場の自覚などなど、本当に多

くのことを「遊び」という体

験を通して学ぶのです。

ドーハ日本人学校の子ども

達は、良い意味でみんな子ど

もらしさを発揮しています。

それは素直であるということ

とも関係しているように思い

ます。少しくらいの疲れを気

にせず、思い切り遊べる子ど

もであってほしいと思います。
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間近に運動会が迫ってきま

したが、体調を崩している子

どもが多いのがとても心配で

す。本番に向けて今まで一生

懸命練習をしてきたので、や

はり全員が元気な姿で揃って、

有意義な運動会を行うことが

できるのが何よりです。

行事の時には、特に子ども

達の健康状態が気になります。

もちろん普段から気にかけて

はいるのですが、行事に参加

できないのは、学校にとって

もその子どもにとっても大変

寂しく残念なことです。子ど

も達は本番を経験することで、

練習の時以上にいろいろなこ

とを身につけていくことがで

きます。何よりも練習の時と

は自分自身の意識が明らかに

違います。それまで思うよう

にできなかったことが、本番

ではできたということが、子

ども達の中では良くあること

です。そういう経験を通して、

自信を身につけていくことに

もつながるのです。

体調のすぐれない子も今は

元気な子も、自分で自分の身

体を気遣うことをしてほしい

と思います。そしてみんなが

元気で運動会にのぞめること

を願っています。
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